
  

　              　公募型助成事業 自主事業

Ⅰ．対日理解促進のためのシンポジウム・セミナー等への助成 Ⅰ．公開講座の開催

Ⅱ．現地社会への貢献に関する参加、協力への助成 Ⅱ．対日理解の促進に関するシンポジウム・セミナーの開催

Ⅲ．対日理解の促進に関する調査研究への助成 Ⅲ．対日理解の促進を担う人材の養成

Ⅳ．対日理解の促進を担う人材の養成への助成 Ⅳ．国際交流に関する情報収集

公募型助成の分野別・地域別の内訳表

Ⅰ． 5,617 (4) 13,483 (9) 28,354 (18) 5,040 (5) 52,494 (36) 40.8 (36.4)

Ⅱ． 4,258 (3) 7,159 (6) 1,249 (1) 11,345 (10) 24,011 (20) 18.7 (20.2)

Ⅲ． 7,416 (4) 21,596 (17) 6,619 (5) 4,450 (5) 40,081 (31) 31.2 (31.3)

Ⅳ． 3,716 (3) 3,247 (3) 2,902 (4) 2,100 (2) 11,965 (12) 9.3 (12.1)

合計 21,007 (14) 45,485 (35) 39,124 (28) 22,935 (22) 128,551 (99) 100 (100)

構成比 (%) 16.3 (14.1) 35.4 (35.4) 30.4 (28.3) 17.8 (22.2) 100 (100)

自主事業の分野別・地域別の内訳表

Ⅰ． 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

Ⅱ． 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0) 0 (0)

Ⅲ． 5,468 (2) 13,170 (4) 19,649 (3) 0 (0) 38,287 (9) 91.4 (90.0)

Ⅳ． 0 (0) 0 (0) 0 (0) 3,607 (1) 3,607 (1) 8.6 (10.0)

合計 5,468 (2) 13,170 (4) 19,649 (3) 3,607 (1) 41,894 (10) 100 (100)

構成比 (%) 13.1 (20.0) 31.4 (40.0) 46.9 (30.0) 8.6 (10.0) 100 (100)

以上

＊上記実績は、コロナ禍の影響による2020年度の繰り越し案件の実施分（34件）、及び期中に追加採択した
案件（1件）を含む。

助成事業を当財団の定款に定める公募型助成及び自主事業ごとに、地域別にまとめて見ると次の通りで

ある。

令和４年６月１３日

（公財）東芝国際交流財団

令和３年度事業報告

（令和３年４月１日―令和４年３月３１日）

公益財団法人東芝国際交流財団の定款に定める設立趣旨に従い、「国際交流・対日理解の促進を図り、国際

社会・現地社会に貢献すること」を目的に、令和３年度は、総事業件数１０９（公募・自主計）、総事業費

１７０，４４５千円（前年度比 件数ベース２１８％、金額ベース１９５％）の事業展開を行った。

千円（件数）

米国 欧州 アジア・豪 日本 合計 構成比（％）

千円（件数）

米国 欧州 アジア・豪 日本 合計 構成比（％）
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